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在宅医療推進のための
多職種連携研修会グループワーク資料
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【内容】

１．在宅医療推進のための多職種連携研修会
＊グループワークディスカッションの進め方について
＊グループワークディスカッション用訪問事例と

ディスカッションメモ

２．在宅医療現場における薬剤師と多職種との連携事例集
＊各地域の在宅医療推進担当者から収集した、多職種連携により

問題解決に至った事例(12例)

３．これからの薬剤師が専門職として地域に貢献するために
＊介護予防ケアマネジメント地域ケア個別会議に参加するための

事前知識
・会議の位置づけと定義、会議の目的・意義
・会議の流れと発言のための思考プロセス(例題)
・情報収集と助言
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第1章
在宅医療推進のための多職種連携研修会

患者基本
情報

薬剤師とし
ての関わり、
多職種との
連携事項等

服薬情報・生
活習慣等

本人がどんな暮らしを
望んでいるか

課題の抽出(本人・家族・介護者等
の課題)

改善のための方策(アセスメントと
プラン)

課題解決のために多職種でできる
こと

課題解決のために
①薬剤師ができる事(提案できること)
②多職種が薬剤師に解決してほしい事(多職種からの提案)

＊課題解決…解決できた理由、工夫した点等
＊課題未解決…原因とほかに考えられる解決策等
＊今後の課題等
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第２章
在宅医療現場における薬剤師と多職種との連携事例集

患者基本情報

薬剤師としての
関わり、多職種
との連携事項等

服薬情報・
生活習慣等

訪問のきっかけ

ポイント・追加
情報等を吹き
出しで表示

収集した事例から
「コラム在宅あるある」

を作成
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第3章
これからの薬剤師が専門職として地域に貢献するために
～介護予防ケアマネジメント地域ケア個別会議に参加するための事前知識～

【 事 例 表 】 【情報収集・助言のための思考プロセス表】

患者基本情報

目標・課題等

医療・服薬情
報・生活習慣等

担当者から事例に
基づき状況説明

＊【食事】食事はバランス良く摂れているか？
＊【排泄】ビカルタミド(抗男性ホルモン薬)を

飲んでいるが、前立腺がん？
＊【睡眠】睡眠はしっかりとれているか？
＊【運動】転倒のリスクがある薬(エチゾラム)

を飲み始めた経緯は？

【第1段階】
①症例から読み取れる課題を洗い出す

(食事・排泄・運動・睡眠を意識)
②望む暮らしへのプロセスと生じうる

問題点を考える
③ ①・②を踏まえて足りない情報を

得るための質問を考える

脊柱管狭窄症。
通院時痛み止め

の注射

痛みが活動の妨げ
になるなら、屯用
の鎮痛剤はどうか夕食は晩酌の

みのことも

食事が低たんぱ
く食では？

【第2段階】
情報収集のための質問から得られた
追加情報を基に、各職種から目標達
成の助言・アドバイスを行う



薬剤師は

在宅医療の場面だけでなく

さまざまな場面で活躍を期待
されている!
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専門性を活かした助言

-事例検討に必要な力-
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ご清聴ありがとうございました


